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＜連絡事項＞
・11月3日医療福祉学会テーマ報告期日は6月25日となっています。現在、外出プログラムにおける長期入院患者様への支援をテーマとして検討しています。患者様やスタッフへのアンケート調査や評価などを計画しています。ご意見、ご協力よろしくお願い致します。
・本日感染予防委員会巡視あり。消毒用エタプラスの使用期限切れと清潔区域への物品を置く場面での指導がありました。日頃より確認、配慮していきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・播摩　克子様～本日介護保険更新のための認定調査入っています。
＜要注目患者様＞　
・小豆畑　裕介様～時々小声で独語はあるも対面時は穏やか。迷惑行為なし。
・中居　敬悦様～表情穏やかに病棟プログラムに参加。不安感や不調の訴えなし。
・山谷　由香様～声高さや高笑いはあるが妄想言動や衝動行為はなし。病棟プログラムも
拒否なく参加されている。他者への迷惑行為なし。
・山下　佳奈様～表情やや冴えないが、スタッフ対面時は穏やか。不安の訴えなし。
・澤田　昭久様～治療プログラムの「ゼロの会」には最後まで集中して参加され、積極的
な発言もされている。飲酒要求的な言動はない。
＜村上Dr.診察情報＞
・高橋　康満様～身体の掻痒感軽減し、発赤疹や掻爬創も改善した事を自身で報告している。定期・臨時薬同内容処方継続。
・中野渡　鉄男様～定期薬同内容継続。
・十日市　利喜様～定期薬同内容継続。

＜皮膚科診察＞
・小豆畑　介様～特変なし。同処置継続。軟膏残あり、処方なし。
・出河　攻様～特変なし。同処置継続。エキザルベ軟膏、尿素クリーム、テルビナフィン
外用液、各1本処方となっている。
・播摩　克子様～明日退院のためヘパリン類似物質クリーム1本処方となっている。退院後も軟膏塗布を継続するよう説明あり。
・島守　淳様～同処置継続。処方なし。
・中村　豊様～軟膏の処方を各2本ずつ希望する。皮膚科Dr.より多量に塗るのではなく、
適度な量で正しい軟膏塗布について指導あり。（人差し指第1関節分の軟膏
で両側足踵にしっかり擦り込むようにと指導あり）尿素クリーム、テルビ
ナフィンクリーム、アズノール軟膏各1本処方となっている。
軟膏各1本が2週間分の使用量の目安であることをDr.より説明あり。
・冨田　幸生様～徐々に爪が硬くなってきており、上手く爪切りができないと話している。爪切り処置施行。テルビナフィン外用液1本処方あり。
・船場　幸子様～両側足踵部の色素沈着について、何かで刺激が加わるとメラニン色素が集中して沈着し、治癒に数年にわたり時間がかかる事を説明受けている。
・高橋　康満様～「大分良くなったよ」「軟膏塗布1日1回でいい？」と皮膚科Drに質問している。掻き傷なし。発疹の増加なし。全体的に発赤の赤味が軽減し、茶色化している。軟膏塗布1日1回で良いこととなっている。臨時薬同内容で7日分処方継続。
・鈴木　和則様～皮膚発赤は軽減しているが、乾燥感あり、軟膏塗布状況をスタッフ確認するよう指示あり。臨時薬同内容7日分処方あり。
・板橋　利美～陰嚢部、左側鼠径部皮膚変色あり。軟膏を広範囲に意識して塗布するよう
皮膚科Dr.より説明を受けている。
＜深澤Dr./村上Dr.ケース検討＞
・中村　豊様～対人関係における一般的マナーが守られず、誤解を招く行動も多くみられています。指導においては被害的に受け止める傾向あり。GH入所に向けて対人関係について継続介入していきましょう。
・淡路　智恵子様～依存性から来るADLの制限がみられています。安全性を保持しつつ、少しずつ自立を促す対応を継続していきましょう。
・中野渡　鉄男様、十日市　利喜様～病棟プログラムへの参加促進を積極的に行い、社会復帰に向けた支援を継続していきましょう。
・高橋　康満様～一般状態の観察と身体機能の維持につとめ、可能であれば外出の機会を
　　　　　　　　設け、気分転換、変容の支援を行っていきましょう。
＜SSTミーティング＞
・集団でのミーティングが円滑に行われており、目標設定や発表なども積極的に明るい雰
囲気で行われている。
・集団療法に参加出来ず個人対応の方が数名みられているため、徐々に参加の促しや少人数からの実施計画を検討していきましょう。
